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第
一
部
と
し
て
、「
小
学
校
歯
科

保
健
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」（
一

社
）
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
学
校
歯

科
部
副
部
長
の
苗
代
明
先
生
に
よ

り
講
演
が
あ
り
、
第
二
部
は「
小
学

校
指
導
に
つ
い
て
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に

６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、小
学
校
の
児
童
の
口

腔
内
の
問
題
は
、う
蝕
か
ら
口
腔
機

能
発
達
不
全
に
変
化
し
て
い
る
と
の

お
話
で
し
た
。学
校
の
歯
科
健
診
結

果
に
つ
い
て
数
字
を
通
し
て
理
解
し

て
い
ま
し
た
が
そ
れ
以
外
に
健
診
を

待
っ
て
い
る
間
の
児
童
の
姿
勢
や
口

元
の
観
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

処
置
率
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
や
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
す

る
こ
と
で
、う
蝕
罹
患
率
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
し
て

い
る
学
校
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。現
状
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た

め
に
歯
科
衛
生
士
と
し
て
何
が
で
き

る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
支
部

工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
様
子

な
ど
、
活
発
に
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で
指
導

内
容
や
指
導
に
向
け
て
の
課
題
を

ま
と
め
、発
表
し
ま
し
た
。

指
導
内
容
と
し
て
、児
童
に
体
験

さ
せ
て
学
習
し
た
り
、位
相
差
顕
微

鏡
を
用
い
て
プ
ラ
ー
ク
内
の
微
生
物

の
動
き
を
見
せ
、
動
機
付
け
を
行
う

こ
と
が
有
効
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。使

用
す
る
機
材
と
し
て
は
、パ
ソ

コ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、紙
媒
体
を
使
用

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
映
像
を
中
心

に
見
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
紙
媒
体

を
黒
板
に
貼
る
と
い
う
方
法
の
併
用

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
出
て
い
ま
し
た
。

指
導
に
向
け
て
の
課
題
と
し
て
、

染
め
出
し
へ
の
対
応
、
忘
れ
物
を
し

た
時
の
学
校
や
養
護
教
諭
の
対
応
、

指
導
に
あ
た
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不

足
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
す
る

時
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
な
ど
多

く
の
課
題
や
意
見
が
で
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
時
間
が
足

り
な
い
く
ら
い
活
発
で
あ
り
、

今
ま
で
の
受
け
身
の
研
修
で
は

な
く
個
人
の
意
見
を
発
表
し
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う

能
動
的
な
部
分
が
多
く
、
研

修
内
容
が
よ
り
身
近
に
な
り
、

充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

（
二
宮
　記
）

【
参
加
者
の
感
想
】

・
苗
代
先
生
の
お
話
が
と
て
も

面
白
く
、
興
味
深
く
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。内

容
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。

・
他
支
部
の
活
動
内
容
が
よ
く

地
域
歯
科
保
健
の
集
い

令
和
６
年
度

日

時
　
令
和
７
年
３
月
16
日
（
日
）
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

所
　
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
F

セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

本
会
や
県
外
会
員
の
62
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り

本
日
の
講
演
を
通
し
て
、
私
た
ち
歯

科
衛
生
士
が
日
頃
の
高
齢
者
歯
科

指
導
に
関
わ
る
中
で
、さ
ら
に
知
識

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

戸
原
先
生
の
活
動
の
一
端
と
し

て
、医
療
資
源
マ
ッ
プ
が
紹
介
さ
れ
、

そ
こ
に
嚥
下
食
提
供
レ
ス
ト
ラ
ン
の

登
録
ペ
ー
ジ
が
追
加
さ
れ
た
そ
う
で

す
。初

め
に
、疾
患
特
性
の
症
状
の
イ

メ
ー
ジ
を
、「
脳
卒
中
・
神
経
疾
患
・

認
知
症
・
フ
レ
イ
ル
・
頭
頸
部
が
ん
」

を
例
に
あ
げ
て
確
認
し
、
続
い
て
症

例
報
告
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。摂
食
嚥
下
障
害
の
原
因
は
多

岐
に
わ
た
り
、
口
だ
け
を
診
ず
、
全

体
を
み
て
原
因
が
何
な
の
か
を
考
え

る
事
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

舌
の
動
き
が
悪
い
方
に
は
、
即
効

第
１
回
第
５
次
生
涯
研
修
会

令
和
７
年
度

分
か
り
ま
し
た
。
自
分
の
支
部
に

持
ち
帰
り
、参
考
に
し
た
い
も
の
も

お
お
か
っ
た
。

・
い
つ
も
の
地
域
歯
科
保
健
の
集
い

と
は
違
っ
て
参
加
型
で
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。他
支
部
の
方

と
お
話
す
る
機
会
も
勉
強
に
な

り
、良
か
っ
た
で
す
。

・
埼
玉
県
の
西
部
地
区
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
、処

置
歯
率
に
つ
い
て
結
果
が
悪
い
こ

と
、
地
域
差
が
数
値
で
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。

性
の
あ
る
舌
接
触
補
助
床
が
有
効

で
、
保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

長
期
に
絶
食
の
ま
ま
放
置
す
る

と
歯
並
び
が
変
わ
っ
て
き
て
、舌
・
下

唇
を
嚙
む
よ
う
に
な
る
な
ど
の
弊
害

が
あ
り
ま
す
。
患
者
様
を
一
見
し
て

得
ら
れ
る
情
報
と
し
て
、
目
が
は
っ

き
り
覚
め
て
い
る
か
？
　
普
通
に
深

い
呼
吸
が
で
き
て
い
る
か
？
異
常
に

痩
せ
て
い
な
い
か
？
　
異
常
な
円
背

は
な
い
か
？
　首
が
硬
く
な
い
か
？
　

声
が
出
る
か
？
　
話
せ
る
か
？
　
流

延
や
痰
は
な
い
か
？
　口
腔
内
が
汚

れ
て
い
な
い
か
？
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
、「
在
宅
は
大

事
」
、「
補
綴
物
で
よ
く
す
る
こ
と
も

で
き
る
」
、「
体
感
が
大
事
」「
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
意
識
を
す
る
」
、

「
時
に
一
肌
脱
ぐ
！
」こ
と
も
大
事

だ
と
認
識
で
き
ま
し
た
。

講
演
後
、
質
問
が
あ
り
、
経
管
栄

養
と
経
口
摂
取
の
両
立
は
ど
う
し

☆
会
務
報
告
☆

2
月
1
日（
土
）
（
公
社
）東
京
都
歯
科
衛
生
士
会

新
春
の
つ
ど
い　
落
合
副
会
長

２
月
６
日（
木
）
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
だ
よ
り
３
月
１

日
号
校
正
会
議　

吉
岡
会
長
、落
合
副
会
長
、荒
井
副

会
長
、鈴
木
専
務
理
事
、朝
霞
支
部

２
月
８
日（
土
）
令
和
６
年
度
都
道
府
県
歯
科
衛
生
士

会
会
長
会（
東
京
都
）　
吉
岡
会
長

２
月
９
日（
日
）　

令
和
６
年
度
歯
科
衛
生
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
都
）　
吉
岡
会
長
、荒
井
副
会
長

令
和
６
年
度
埼
玉
県
歯
科
医
学
大
会　

落
合
副
会

長
、鈴
木
専
務
理
事
、坂
戸
支
部
発
表

２
月
12
日（
水
）　
令
和
６
年
度
第
１
回
埼
玉
県
歯
科

口
腔
保
健
推
進
委
員
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）　

吉
岡

会
長

２
月
13
日（
木
）　
会
計
監
査　

吉
岡
会
長　

大
久
保

監
事　
福
田
監
事

２
月
16
日（
日
）　
埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会　

吉
岡

会
長　
堀
口
さ
ん
発
表（
狭
山
支
部
）

２
月
26
日（
水
）　
令
和
６
年
度
第
２
回
埼
玉
県
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
）　
吉
岡
会
長

３
月
２
日（
日
）　
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
だ
よ
り
３
月

１
日
号
発
送
・
令
和
７
年
度
５
月
１
日
号
企
画
会
議

　

吉
岡
会
長
、落
合
副
会
長
、荒
井
副
会
長
、鈴
木
専

務
理
事
、朝
霞
支
部
、坂
戸
支
部

３
月
３
日（
月
）　
大
宮
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
入
会

案
内　
室
井
さ
ん　
山
口
さ
ん（
大
宮
支
部
）

葵
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
案
内　
西
さ
ん　
三

好
さ
ん（
北
部
支
部
）

３
月
６
日（
木
）　
埼
玉
歯
科
衛
生
専
門
学
校
入
会
案

内　
田
中
さ
ん（
浦
和
支
部
）

大
宮
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
卒
業
式　
荒
井
副
会
長

３
月
７
日（
金
）　
葵
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
式

　
祝
電

３
月
９
日（
日
）　
埼
玉
歯
科
衛
生
専
門
学
校
卒
業
式

　
吉
岡
会
長

３
月
13
日（
木
）　
三
役
会　

吉
岡
会
長
、落
合
副
会

長
、荒
井
副
会
長
、鈴
木
専
務
理
事

３
月
14
日（
金
）
埼
玉
県
立
大
学
卒
業
式　
大
久
保
監
事

３
月
16
日（
日
）　
令
和
６
年
度
第
９
回
理
事
会

協
議
事
項…

新
入
会
会
員
・
異
動
会
員
の
承
認
に
つ
い

て
、外
部
理
事
・
監
事
の
設
置
に
つ
い
て
、令
和
７
年
度

各
支
部
事
業
計
画
書（
案
）予
算
計
画
書（
案
）に
つ
い

て
、公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
役
員
選

挙
公
示（
案
）に
つ
い
て
他

令
和
６
年
度
地
域
歯
科
保
健
の
集
い

令
和
６
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会

３
月
23
日（
日
）　
令
和
６
年
度
選
挙
管
理
委
員
会

吉
岡
会
長
、荒
井
副
会
長
、大
堀
さ
ん（
浦
和
支
部
）、

藤
澤
さ
ん（
越
谷
支
部
）

３
月
26
日（
水
）　
令
和
８
年
度
日
本
歯
科
衛
生
学
会

会
場
視
察　
レ
イ
ボ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

吉
岡
会
長
、福
田

監
事
、富
永
さ
ん（
朝
霞
支
部
）

埼
玉
県
国
保
医
療
課
・
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
と
面
談　
福
田
監
事

３
月
27
日（
木
）　
令
和
８
年
度
日
本
歯
科
衛
生
学
会

会
場
視
察　
レ
イ
ボ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

吉
岡
会
長
、荒
井

副
会
長
、富
永
さ
ん（
朝
霞
支
部
）

た
ら
よ
い
か
？
　の
け
ぞ
っ
て
固
ま
っ

て
い
る
患
者
様
の
対
処
法
、
最
後
に

嚥
下
力
を
つ
け
る
３
つ
の
方
法
と
し

て
、
①
大
き
く
口
を
開
け
る
。
②
足

を
伸
ば
す
（
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
を

特
に
伸
ば
す
）③
肋
間
筋
を
伸
ば
す

（
腕
を
組
ん
で
持
ち
上
げ
る
）
を
実

演
し
な
が
ら
、
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、実
際
に
体
を

動
か
し
た
り
、
笑
い
が
あ
っ
た
り
、
興

味
深
い
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
明
日

か
ら
の
診
療
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。　　　　　　　　　　　　　（
長
川

記
）

令
和
７
年
３
月
16
日
（
日
）
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
に
て
地
域
歯
科

保
健
の
集
い
が
、50
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日

時
　
令
和
７
年
４
月
13
日
（
日
）
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

所
　
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
　
研
修
室
１
・
２
・
３

講

演
　「
こ
れ
か
ら
の
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

講

師
　国
立
大
学
法
人
　
東
京
科
学
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究

科

医
歯
学
系
専
攻
老
化
制
御
学
講
座
　
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野
　
教
授
　
戸
原

玄
（
と
は
ら
　は
る
か
）
先
生



予
防
処
置
、
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
、
病
棟
の
患
者
様
や
関
連
施
設

の
利
用
者
様
へ
の
往
診
な
ど
全
身
疾
患
の
管

理
が
必
要
な
方
は
医
科
歯
科
連
携
に
よ
り
診

療
が
行
わ
れ
ま
す
。

施
設
で
は
、
利
用
者
様
の
口
腔
ケ
ア
、
歯

科
治
療
や
食
事
形
態
の
提
案
、
ご
家
族
や
多

職
種
と
の
連
携
、
介
護
士
へ
の
口
腔
ケ
ア
指

導
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
棟
で
は
、
摂
食
嚥
下
や
Ｎ
Ｓ
Ｔ
、
口
腔

か
ら
栄
養
、
病
態
ま
で
幅
広
い
知
識
、
外
来

で
は
、
全
身
管
理
が
必
要
な
方
へ
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
診
療
補
助
が
安
全
に
で
き
る
よ
う

歯
科
医
師
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
担
当
す
る
患
者
様
や
利
用
者
様

は
介
助
が
必
要
な
方
が
多
い
の
で
、
で
き
る

限
り
負
担
が
無
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
の
際
に
は
ご
本
人
様
だ
け
で
な

く
、
お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
ご
家
族
様
に
も

「
い
つ
も
お
口
を
き
れ
い
に
し
て
も
ら
い
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
な
ど
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
勉
強
し
、
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

2 2025 年５月１日 第１号歯科衛生士だより

■ 求 人 ■

常　勤 7件

パート 7件

■ 求 職 ■

常　勤  1件

パート  4件

求職希望の方は、毎週月曜から金曜の

10時～16時の間に、お問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】

埼玉県歯科医師会歯科医療従事者

無料職業紹介所

さいたま市浦和区針ヶ谷4-165-26

電話番号 048（835）4371

（令和7年4月10日現在）

求人求職情報

無料職業紹介所

原

真
由
美
（
坂
戸
支
部
）

私
が
認
定
資
格
を
取
得
し
よ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
歯
科
衛
生
士

７
年
目
の
頃
、
障
害
者
歯
科
診
療

室
に
携
わ
る
事
に
な
っ
た
か
ら
で

す
。
当
初
、
治
療
方
法
は
健
常
な

方
と
変
わ
ら
な
い
の
で
今
ま
で
の
経

験
と
あ
る
程
度
の
知
識
で
や
っ
て
い

け
る
だ
ろ
う
と
安
易
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
障
害
者
歯

科
の
診
療
室
に
行
く
と
想
像
を
超

え
る
光
景
で
し
た
。

診
療
中
の
体
動
は
も
ち
ろ
ん
、

突
然
の
大
暴
れ
、
診
療
室
や
病
院

へ
の
入
室
拒
否
や
診
療
室
か
ら
脱

走
し
診
療
室
内
で
診
る
こ
と
が
出

来
ず
病
院
の
廊
下
や
駐
車
場
へ
行

き
車
内
で
診
療
、
ま
た
重
度
の
障

害
や
遺
伝
子
疾
患
な
ど
初
め
て
聞

く
病
名
が
多
く
知
識
す
ら
な
い
、

今
ま
で
の
経
験
な
ん
て
何
も
役
に

立
た
な
い
日
々
で
し
た
。
ま
た
、

ご
家
族
や
施
設
職
員
の
方
に
お
話

を
聞
こ
う
と
す
る
と
「
障
害
者
の

認
定
歯
科
衛
生
士
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

た
。認

定
取
得
に
は
、
学
会
加
入

歴
、
実
務
経
験
歴
、
学
会
発
表

経
験
等
の
条
件
や
書
類
選
考
で

自
分
が
担
当
し
た
30
名
分
の
症

例
と
そ
の
中
か
ら
５
名
を
選
び
詳

細
な
症
例
報
告
書
を
提
出
、
こ

の
報
告
書
か
ら
当
日
、
２
名
を
指

定
さ
れ
て
の
口
頭
試
問
と
筆
記
試

験
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
勉

強
し
な
が
ら
経
験
を
積
む
毎
日
で

す
が
認
定
取
得
後
は
、
ご
家
族

や
施
設
の
方
へ
少
し
は
自
信
を

持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
資
格
を
糧
に
頼
ら

れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
こ
と
と
各
地
域
に
１
つ
で
も

多
く
障
害
者
歯
科
診
療
が
で
き

る
施
設
を
増
や
す
手
助
け
が
で
き

る
よ
う
な
歯
科
衛
生
士
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
歯
科
認
定
歯
科
衛
生
士

① 出身校　② 趣味　③ 好きな食べ物

川崎 貴子さん（越谷支部）
太陽歯科衛生士専門学校 
料理教室に通うこと
チーズケーキ

①
②
③

井上 未夢さん（越谷支部）
埼玉県立大学
絵を描くこと
お寿司

①
②
③

佐々木 真由美さん（越谷支部）
日本歯科大学付属歯科専門学校
人と喋ること・ジム通い
和食全般

①
②
③

宇和山 真紀子さん（坂戸支部）
埼玉歯科衛生専門学校
特になし
甘栗

①
②
③

村田 さくらさん（坂戸支部）
埼玉県立大学
料理
プリン・キンパ

①
②
③

富岡 幸代さん（朝霞支部）
早稲田医学院歯科衛生士専門学校
ドラマを見ること
やきいも・クレープ・寿司

①
②
③

　興味深い内容に触れることができま
した。ご協力いただいた皆様、ありが
とうございました。　　　（平川 記）

編集後記

資
格
を
持
っ
て
い
る
歯
科
衛
生
士

さ
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
聞
か
れ
る

事
に
対
し
あ
ま
り
疑
問
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
ご
家
族
や
施
設

職
員
の
方
は
地
域
の
障
害
者
歯
科

施
設
に
受
診
経
験
が
あ
る
方
が
多

く
、
調
べ
る
と
施
設
に
は
必
ず
認

定
資
格
を
持
っ
た
歯
科
衛
生
士
が

所
属
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し

た
。
障
害
が
あ
り
特
に
全
身
麻
酔

下
で
治
療
が
可
能
な
施
設
と
な
る

と
限
ら
れ
、
ご
家
族
や
施
設
職
員

の
方
も
日
頃
か
ら
情
報
を
収
集
し

て
お
り
特
に
意
思
疎
通
が
困
難
な

障
害
の
場
合
、
ご
家
族
は
資
格
を

持
っ
て
い
る
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
に
対
応
を
求
め
安
心
し
た
い

と
思
わ
れ
る
様
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
が
あ
り
私
も
障
害
者
歯
科
に

携
わ
る
身
と
し
て
、
安
心
し
て
任

せ
て
頂
け
る
立
場
に
な
り
た
い
と

思
い
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
し

比
企
郡
鳩
山
町
に
、
私
た
ち
が
働
く
よ

し
乃

郷
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
、
医
療
法
人

眞
美
会
麻
見
江
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
医
療
療
養

病
床
３
１
０
床
）
が
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
内
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
の
介

護
施
設
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ

ッ
チ
ン
な
ど
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
内

で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
確
立

し
て
い
ま
す
。

馬
場
眞
美
子
理
事
長
は
「
健
康
こ

そ
人
生
最
高
の
宝
」
を
基
本
理
念
と

し
「
食
」
の
大
切
さ
を
通
じ
て
、
健

康
保
持
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
歯
科
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
病
棟
、
外
来
、

施
設
そ
れ
ぞ
れ
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。病

棟
で
は
、
入
院
患
者
様
を
対
象

に
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
委
員
会
へ
の
参
加
、
患

者
様
の
口
腔
管
理
、Ｖ
Ｅ
・
Ｖ
Ｆ
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
食
事
介
助
、
入
院
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
看
護
師
や
理
学
療

法
士
と
の
多
職
種
連
携
、
看
護
師
へ

の
口
腔
ケ
ア
評
価
指
導
、
介
護
士
や

看
護
学
生
へ
の
口
腔
ケ
ア
の
講
義
や

指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

外
来
で
は
、
一
般
診
療
の
補
助
や

麻
見
江
ホ
ス
ピ
タ
ル

医
療
法
人
眞
美
会

し
ん   

び    

か
い

ま      

み      

え

私
の
職
場

私
の
職
場

紹介しま
す！

ガウ
ン

ムレにくく通気性の良いディス
ポーザブル不織布ガウンです。
看護介護時、家族の面会時、汚
染除去用、患者様用等に幅広く
使用できます。

● 商品コード：FR-269 (ブルー)
FR-270 (イエロー)

● 商品サイズ：前中心丈 114cm
身　　巾   68cm

●　入　数　 ：10枚 / 袋
24袋 / ケース 

高撥水性・ディスポーザブル不織布
ガウンです。
袖口は人気の高いニット素材を採用
しています。
個包装の為、清潔を保つことが可能。

● 商品コード：FR-204 (ブルー)
● 商品サイズ：前中心丈 110cm

身　　巾   70cm
●　入　数　 ：30枚 / 箱

  4箱 / ケース 

シー
ト

3層構造の防水加工を施したエプ
ロン /シートです。
カラフルな5色が各100枚箱に
入っています。
歯科や透析時防水シート等に最適。

● 商品コード：FR-231

● 商品サイズ：33×45cm
●　入　数　 ：500枚 / 箱

　 4箱 / ケース 

キャ
ップ

通気性に優れたスパンボンド不織布
キャップです。
病棟やICUなど幅広く使用できます。
髪の多い方でも確実に装着すること
が可能です。

● 商品コード：FR-209 (グリーン)
FR-210 (ホワイト)
FR-211（ブルー）
FR-212 (ラベンダー)

● 商品サイズ：23インチ（伸長時）
●　入　数　 ：100枚 / 箱

  10箱 / ケース 

●   カ　ラー ：イエロー・ブルー・
ピーチ・グリーン・
ローズ

手 
袋

シッカリした中厚のパウダー無しニトリル
手袋です。
食品衛生法適合品になります。

薄手でやわらかいパウダー無しニトリル
手袋です。
食品衛生法適合品になります。

グリップ性の高いパウダー無し天然ゴム製
手袋です。
食品衛生法適合品になります。

● 商品コード：FR-855 / FR-856
FR-857 / FR-858

●　入　数　 ：100枚 / 箱
10箱 / ケース 

● 商品サイズ：SS / S / M / L

● 商品コード：FR-5555 / FR-5556
FR-5557 / FR-5558

●　入　数　 ：200枚 / 箱
10箱 / ケース 

● 商品サイズ：SS / S / M / L

● 商品コード：FR-964 / FR-960
FR-961 / FR-962
FR-963

●　入　数　 ：100枚 / 箱
10箱 / ケース 

● 商品サイズ：SSS / SS / S / M / L

IS 不織布ガウンⅡ IS不織布ガウン204

IS不織布キャップデントリーフ

発売元石川医科器械
〒373-0073  
群馬県太田市緑町 81-3 太田さくら工業団地内
TEL  : 0276-56-4888

〒113-0033  
東京都文京区本郷 3-13-5
TEL  : 03-3812-5211

取扱店

プレミアPFニトリル ニトリルグローブ3 パワーグローブ

感染予防品 医療現場に最適な感染予防製品

さ
と

埼玉県歯科衛生士連盟
令和７年度定時総会を開催しました
日時：令和7年3月16日(日)　15時40分～16時
会場：彩の国すこやかプラザ２F　セミナーホール

　冷たい雨の降る中、２８０名(委任状２３５名含む）の出席

により、令和７年度定時総会が開催されました。令和６年

度活動報告、収支決算報告及び、令和７年度活動計画

(案）、収支予算(案）を採決させて頂きました。

　また、任期満了に伴い、新会長に大久保喜惠子氏、副

会長に山中留美子氏 (留任）が承認されました。

　新会長より「長年役員をしておりますが、連盟は初めて

となりますので、宜しくお願い致します。又、７月の参院選

のご協力もお願い致します」と、ご挨拶がありました。

　　　　　　　　　　　 （星野　記）

坂
戸
支
部

小
久
保
万
里
子

石
井
　
杏
奈

今後のイベントをお知らせします！
6/22（日） 定時総会・第３回第５次生涯研修会
7/13（日） 第４回第５次生涯研修会　
8/31（日） フォローアップセミナー

（1 年目～ 3 年目の会員さん対象です。）
9/27（土）～ 28（日）

リレーフォーライフジャパンさいたま
11/16（日） 第11 回　県民フォーラム

InformationInformation


